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令
和
初
開
催
と
な
っ
た
今
夏
の
全
国
36
支

部
の
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
は
、
７
月
６

日
（
土
）
の
鳥
取
・
島
根
県
支
部
、
岩
手
県

支
部
か
ら
、
８
月
25
日
（
日
）
の
香
川
県
支

部
、
鹿
児
島
県
支
部
ま
で
滞
り
な
く
終
了
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
８
月
末
に
九
州
北
部
を
襲
っ
た

豪
雨
、
９
月
に
入
っ
て
か
ら
の
台
風
15
号

は
、
年
々
激
し
さ
を
増
す
自
然
災
害
の
恐
怖

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
被
災
さ
れ
た

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
早
期

に
通
常
の
生
活
を
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　

本
学
も
近
年
に
お
い
て
は
、
有
名
難
関
私

立
大
学
の
一
角
と
し
て
、
世
間
か
ら
大
変
注

目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
支
部
総
会
・
父
母
懇

談
会
」
は
後
援
会
の
年
間
行
事
の
中
で
も
特

に
重
要
な
も
の
で
、
当
大
学
の
現
況
、
当
後

援
会
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を
出
席
さ
れ
た

会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
け
た
も
の

と
思
量
し
ま
す
。
今
回
も
開
催
す
る
に
当
た

り
、
各
支
部
長
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
さ
ま

に
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
、
周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
た
の

は
、
創
立
20
周
年
を
迎
え
た
鳥
取
・
島
根
県

支
部
で
し
た
。
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉

で
、
田
中
優
子
総
長
の
公
開
文
化
講
演
「
江

戸
か
ら
考
え

る
変
革
の
時

代
」
が
行
わ

れ
、
校
友
会

の
役
員
も
多

数
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
来

賓
と
し
て
石

田
耕
太
郎
倉

吉
市
長
に
ご

出
席
い
た

だ

い

た

他
、
地
元

新
聞
広
告

で

告

知

し
、
近
隣

住

民

の

方
々
に
も

無
料
で
ご

聴
講
い
た

だ
き
、
大
変
盛
況
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

他
の
支
部
に
お
い
て
も
、
田
中
総
長
の

「
大
学
、
後
援
会
、
校
友
会
の
三
位
一
体
で
法

政
大
学
な
ら
び
に
学
生
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
の
発
言
を
受
け
て
、
支
部
総
会
後

の
懇
親
会
を
地
元
校
友
会
と
合
同
で
開
催

し
、
相
互
の
活
動
へ
の
認
識
・
理
解
を
深
め

て
地
元
の
母
校
愛
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る

機
運
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

法
政
大
学
は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学

に
採
択
さ
れ
、
大
学
憲
章
「
自
由
を
生
き
抜

く
実
践
知
」
を
掲
げ
て
、
さ
ら
な
る
進
化
・

発
展
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
後
援

会
も
校
友
会
と
協
力
し
て
、
大
学
へ
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
後
援

会
本
部
と
し
て
も
、
各
支
部
会
員
の
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
大
学

関
係
者
に
伝
え

て

ま

い

り

ま

す
。

　

引
き
続
き
、

後
援
会
活
動
へ

の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

2
0
1
9
年
度
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
総
括

後
援
会
会
長 

渡
辺 

康
太
（
啓
仁
／
理
工
学
部
）

後
援
会
だ
よ
り
「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」
は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
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宮
崎
県
支
部
で
は
、
７
月
28
日
（
日
）
に

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
西
館
10
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

に
て
今
年
度
の
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
を

開
催
し
、
参
加
保
護
者
38
人
（
37
家
族
）、

法
政
大
学
よ
り
大
学
院
事
務
部
の
沖
田
吉
史

部
長
を
は
じ
め
と
す
る
３
人
の
大
学
職
員
の

皆
さ
ま
、
法
政
大
学
後
援
会
本
部
よ
り
渡
辺

康
太
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
２
人
の
役
員
の

皆
さ
ま
、
総
計
5
人
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
後
援
会
本
部
が
掲
げ
て
い
る

組
織
の
ス
リ
ム
化
に
向
け
て
、
宮
崎
県
支
部

と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
と
い
う
問

題
提
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
新
入
生

父
母
の
会

と
総
会
を

一

本

化

し
、
同
日

に
実
施
す

る
と
い
う

具
体
案
を

審
議
し
、

こ
の
案
に

て
承
認
を

得
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

　

父
母
懇

談

会

で

は
、
大
学

職
員
よ
り

学
業
履
修

に

つ

い

て
、
就
職

状
況
と
こ

の
時
期
の

保
護
者
と

し
て
の
心

構
え
に
つ

い
て
お
話

し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
渡
辺
会
長
よ
り
、
全
国

の
後
援
会
や
保
護
者
の
目
で
見
た
大
学
の
様

子
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
大
変
興
味

深
く
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

宮
崎
県
支
部
は
、
会
員
数
に
対
す
る
役
員

数
の
割
合
が
多
く
、
支
部
活
動
へ
の
関
心
が

高
い
の
が
特
徴
で
す
。「
子
ど
も
の
母
校
は
我

が
母
校
」
の
合
言
葉
の
も
と
、
後
援
会
本
部

と
共
に
、
学
生
を
支
え
る
仲
間
と
し
て
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

宮
崎
県
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
報
告

宮
崎
県
支
部
長  

吉
野 

達
三 

（
敬
悟
／
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
）

　

鳥
取
・
島
根
県
支
部
は
、
７
月
６
日

（
土
）
に
鳥
取
県
倉
吉
市
に
て
支
部
総
会
・
父

母
懇
談
会
お
よ
び
創
立
20
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
田
中
優
子
総
長
の
公
開
文
化
講
演
会

と
記
念
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

支
部
総
会
で
は
、
田
中
総
長
、
渡
辺
康
太

後
援
会
会
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
す
べ
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
後
、
新
年
度
役
員
の

紹
介
・
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
た
、
田
中
総

長
の
「
江
戸
か
ら
考
え
る
変
革
の
時
代
」
と

題
さ
れ
た
講
演
会
は
、
一
般
聴
講
者
も
含

め
、
当
初
予
定
し
て
い
た
１
０
０
人
を
超

え
、
約
１
４
０
人
が
参
加
す
る
盛
大
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
に
は
、
地
元
倉
吉
市
と
名
産
品
で
あ

る
「
倉
吉
絣
（
く
ら
よ
し
か
す
り
）」
の
歴
史

も
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
一
般
の
方
々
に

と
っ
て
も
興

味
深
い
内
容

だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

懇
親
会
で

は
、
石
田
耕

太
郎
倉
吉
市

長
、
豊
田
信
哉

校
友
会
副
会
長

か
ら
の
祝
辞
の

後
、
渡
辺
後
援

会
会
長
の
乾
杯

の
ご
発
声
に
よ

り
開
宴
、
応
援

団
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン

と
校
歌
斉
唱
に

よ
り
、
会
場
が
最
高
潮
の
ま
ま
終
宴
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

支
部
創
立
20
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ら
れ

た
の
も
、
大
学
、
後
援
会
本
部
の
サ
ポ
ー
ト

は
も
と
よ
り
、
先
輩
支
部
会
員
の
学
生
支
援

に
対
す
る
熱
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
襷
（
た
す
き
）

が
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

と
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
法
政
大
学
と
島
根
県
松
江
市
は

教
育
研
究
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
こ
の

山
陰
の
地
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
学
生
が
法

政
大
学
へ
進
学
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
念
し

て
い
ま
す
。

鳥
取
・
島
根
県
支
部
創
立
20
周
年

支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
を
終
え
て

鳥
取
・
島
根
県
支
部
長   

高
取 

剛 

（
侑
史
／
法
学
部
）
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８
月
24
日
（
土
）
に
ザ
・
グ
ラ
ン
ド
パ
レ

ス
に
て
２
０
１
９
年
度
の
支
部
総
会
お
よ
び

父
母
懇
談
会
等
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
大

学
よ
り
近
藤
清
之
常
務
理
事
、
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
セ
ン
タ
ー
事
業
部
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

市
ヶ
谷
事
務
課
の
職
員
の
皆
さ
ま
、
後
援
会

よ
り
小
澤
徳
相
談
役
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

ま
た
会
員
に
つ
き
ま
し
て
は
10
人
の
参
加
で

小
規
模
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
と
な
り

ま
し
た
。

　

総
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
２
０
１
８
年
度

の
事
業
・
決
算
お
よ
び
２
０
１
９
年
度
の
事

業
計
画
案
・
予
算
案
・
新
役
員
の
報
告
・
発

表
を
行
い
、
全
て
承
認
を
い
た
だ
き
、
滞
り

な
く
進
行
で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
父
母

懇
談
会
を
行
い
ま

し
た
。
ま
ず
、
田

中
優
子
総
長
、
渡

辺
康
太
後
援
会
会

長
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
拝
見

し
、
大
学
と
後
援

会
の
結
び
付
き
を

あ
ら
た
め
て
感
じ

ま
し
た
。
そ
の

後
、
わ
が
家
の

次
男
が
登
場

す
る
D
V
D
学

生

イ

ン

タ

ビ
ュ
ー
を
放
映

し
ま
し
た
。

　

近
藤
常
務

理
事
に
は
「
自

由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
講
演
い
た
だ
き
、
職
員
の
皆
さ
ま
か
ら
「
進

級
・
卒
業
と
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
た

め
に
」、「
就
職
活
動
の
現
況
と
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
対
策
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
法
政
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
、

今
ど
き
の
学
生
生
活
お
よ
び
就
活
の
現
状
な

ど
大
変
興
味
深
い
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
校
友
会
徳
島
県
支
部
か
ら
も
6
人

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
は
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
な
り
、
締
め
の
校
歌
斉
唱
に
て
一
体

感
を
高
め
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
大
学
職
員
、
校

友
会
お
よ
び
後
援
会
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

徳
島
県
支
部
２
０
１
９
年
度

支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
報
告

徳
島
県
支
部
長  

先
川 

博
司 

（
直
哉
／
現
代
福
祉
学
部
）

　

７
月
20
日
（
土
）、
ヴ
ィ
ラ
く
れ
た
け
に
お

い
て
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
お
よ
び
懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
大
学

か
ら
は
、
金
井
敦
理
工
学
部
長
を
は
じ
め
、

学
務
課
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
４
人
、

後
援
会
本
部
か
ら
２
人
の
職
員
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
２
０
１
８
年
度
事
業
お
よ
び
決

算
報
告
、
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
案
・
予

算
案
・
新
役
員
案
と
全
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
新
支
部
長
あ
い
さ
つ
、

新
役
員
紹
介
と
続
き
、
退
任
役
員
に
金
井
理

工
学
部
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
閉
会
し

ま
し
た
。

　

父
母
懇
談
会
で
は
、
田
中
優
子
総
長
、
渡

辺
康
太
後
援
会
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

学

生

イ

ン

タ

ビ
ュ
ー
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
放
映
の
後
、

金
井
理
工
学
部

長
の
「
自
由
を

生
き
抜
く
実
践

知
」
の
講
演
、

大
学
職
員
に
よ

る
履
修
、
学
生

生
活
、
就
職
活

動
の
説
明
会
が

行
わ
れ
、
参
加

者
に
と
っ
て
分

か
り
や
す
い
説

明
で
非
常
に
有

意
義
な
情
報
交

換
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
並
行

し
て
行
わ
れ
た

個
別
相
談
に
は

昨
年
以
上
の
会

員
か
ら
申
し
込

み
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
充
実
し
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

校
友
会
の
役
員
と
元
支
部
長
、
副
支
部
長

を
招
い
て
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
皆
さ

ま
の
会
話
も
弾
み
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
校
歌
斉
唱
を

も
っ
て
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
事
終
了

し
、
一
年
の
総
決
算
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
い
ろ
い
ろ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ

さ
っ
た
役
員
の
皆
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

浜
松
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
（
一
年
の
総
決
算
）

浜
松
支
部
長  

冨
田 

京
衛 

（
洋
瑛
／
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
）
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6
月
22
日
（
土
）、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階
ス
カ
イ
ホ
ー

ル
に
て
、
後
援
会
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
役
員
研
修
会
は
、
二
つ
の
講
演
を

通
し
て
、
法
政
大
学
の
教
育
理
念
と
、
大
学

が
目
指
す
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
目
の
講
演
は
、
廣
瀬
克
哉
常
務
理
事

に
よ
る
「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
２
０
３
０
と
法
政
大

学
の
教
学
理
念
」
で
、
法
政
大
学
が
初
め
て

策
定
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
Ｈ
Ｏ
Ｓ

Ｅ
Ｉ
２
０
３
０
」
と
、
法
政
大
学
憲
章
に
つ

い
て
、
と
て
も
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
説
明

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

法
政
大
学
憲
章
を
、
社
会
に
対
す
る
法
政

大
学
の
約
束
＝
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
と
し
、
こ

れ
に
「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
、
社
会
の
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
実
践
知
を
創
出
す
る
こ
と
で
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
と
い
う
本
学

の
役
割
に
つ
い
て
、
理
解
が
一
層
深
ま
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
二
つ
目
の
講
演
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
健
康
学
部
の
吉
田
政
幸
准
教
授
に

「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ

シ
ー
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
五
輪
レ
ガ
シ
ー
（
開
催
国
に
も
た

ら
さ
れ
る
持
続
的
な
恩
恵
）
に
つ
い
て
の
説

明
や
五
輪
施
設
の
持
続
的
な
有
効
活
用
、
五

輪
レ
ガ
シ
ー
の
質
的
転
換
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
来
年
に

迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
講
演

は
、
後
援
会
役
員
の
皆
さ
ま
の
関
心
も
高
く
、

多
く
の
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

後
援
会
役
員
研
修
会
報
告

後
援
会
総
務 

𠮷
川 

信
宏 

（
祐
樹
／
経
営
学
部
）

　

8
月
25
日
（
日
）
に
高
松
国
際
ホ
テ
ル
に

て
、
校
友
会
を
含
め
た
32
人
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
て
、
香
川
県
支
部
総
会
・
父
母
懇
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
1
年
生
役
員
を

新
た
に
4
人
選
出
し
、
6
つ
の
議
案
も
全
て

問
題
な
く
可
決
・
承
認
さ
れ
、
総
会
は
滞
り

な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

父
母
懇
談
会
で
は
、
近
藤
清
之
常
務
理
事

に
よ
る
講
演
「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践

知
」、
小
金
井
事
務
部
学
務
課
職
員
に
よ
る

「
進
級
・
卒
業
と
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る

為
に
」、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
市
ケ
谷
事
務
課

職
員
に
よ
る
「
就
職
活
動
の
現
況
と
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
の
対
策
」
を
そ
れ
ぞ
れ
と
て
も

丁
寧
に
ご
説
明
を
頂
き
ま
し
て
、
伝
え
た
い

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
熱

心
に
メ
モ
を
取
っ
て

お
り
、
と
て
も
興
味

が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
大
学
か

ら
来
て
頂
い
た
事
に

改
め
て
感
謝
い
た
し

ま
し
た
。
大
学
の
方

と
後
援
会
役
員
と
の

交
流
会
で
は
、
様
々

な
質
問
が
出
ま

し
た
が
的
確
な

返
答
を
頂
き
、

校
友
会
の
方
も

交
え
て
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

個
別
相
談
で

は
、
職
員
の
皆

さ
ま
に
お
き
ま

し
て
、
と
て
も

丁
寧
に
ご
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。
香
川
県
支

部
会
員
で
は
就
職
に
つ
い
て
の
懇
談
希
望
が

集
中
し
ま
し
た
。
就
職
に
つ
い
て
の
心
配
・

関
心
の
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
支
部
長
の
入
れ
替
わ
り
に
よ

る
新
旧
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
も
あ
り
、
会
員

に
１
年
間
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
思
い
が

告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
支
部
で
は
あ
り

ま
す
が
、
役
員
、
大
学
関
係
者
、
顧
問
の

方
々
に
ご
支
援
を
頂
き
、
無
事
に
終
え
ら
れ

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
、
今
後
、
後
援
会

が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
香
川
県

支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
を
終
え
て

香
川
県
支
部
長  

坂
本 

英
樹 

（
郁
弥
／
文
学
部
）
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